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7月26日、中学校体育館で田舎館村合併60周年・村民歌制定記念式典を行いました。式典は2部構成で、第1部
は村民歌を弘前大学の安達弘潮名誉教授指揮による、弘前大学フィルハーモニー管弦楽団と田舎館中学校吹奏楽部の
演奏に合わせ、村内小中学校児童生徒とキャロルクイーンズの斉唱によりお披露目しました。歌詞の募集開始から約
11ヶ月、完成の日の目を見た村民歌は、これから永く歌い継いでいくことになります。

その後は弘前大学フィルハーモニー管弦楽団の記念演奏により、60周年を祝福しました。

第2部では、国歌斉唱のあと、館中生徒代表として登
壇した喜多島龍さんと中山なつめさんの発声に続き村民
憲章を唱和。続いて、村政にご尽力いただいた方々や村
民歌の制定、昨年の行幸啓に関連する記念碑などの設置
に携わった方々へ、表彰状と感謝状の贈呈を行いました。
表彰等を受けた方々は以下のとおりです。

田舎館村合併60周年
村民歌制定記念式典

表彰状贈呈者
教育委員 蔦谷　寿子 都市計画審議会委員 阿保　直延 児童福祉審議会委員 品川才太郎
元児童福祉審議会委員 八木橋　誠 元児童福祉審議会委員 永川　百合 保護司 小野　光雄
民生委員児童委員 工藤　泰子 民生委員児童委員 一戸　義德 主任児童委員 白澤　敦子
消防団員 田澤　　隆 消防団員 工藤　武志 消防団員 工藤美勇記
消防団員 原子　　淳 消防団員 田澤　一寿 消防団員 佐藤　敏仁
消防団員 一戸　　修 元消防団員 工藤　助人 婦人交通指導員 葛西　友子
元婦人交通指導員 葛西キンコ 交通安全母の会会長 稲葉　昌子 田んぼアート功績 肥後　ゑ子
田んぼアート功績 山本　　篤 田んぼアート功績 工藤　浩司 田んぼアート功績 佐々木光治

感謝状贈呈者
村民歌作詞 保岡　直樹 村民歌作曲 安達　弘潮 行幸啓記念碑設置 木村　富義
行幸啓標柱設置 佐藤　道留 行幸啓記念樹設置 佐藤　　剛 行幸啓碑文作成 田澤　練一

祝
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話 題 い ろ い ろ

　村の魅力再発見事業で、群馬県の公立高崎経済大学の学生
が2回目の訪問をしました。学生は村の産業や地方創生に向
けた取り組みなどについての講義を受けたほか、「いながだ
でのじゃいごあるぎ」の体験や田んぼアートを見学しました。

村の現状を知る

　8月から戸籍管理業務が電子データ化されました。これ
により、証明書の発行などにかかる時間が大幅に短縮され
ます。電子データ化初日のこの日、申請第1号の中山昭男
さん（川部）に村長から証明書が直接手渡されました。

戸籍管理業務がスピードアップ8　
　3

8 
1,2

　館中3年生が修学旅行先で実施した村と田んぼアートについて
のアンケートの報告会が、役場3階リハーサル室で行われまし
た。「村と田んぼアートは思ったよりも知名度が高い」という結
果で、生徒は「村に誇りが持てるようになった」と発表しました。

　小中学校のALT（外国語指導助手）として、ケニア生まれで
アメリカ・ボストン州出身のエンバ・アリソンさんが着任しま
した。八反田部落の友舞会館でウェルカムパーティーを行い、
エンバさんは日本語での自己紹介を交えて挨拶をしました。

アンケートの声かけは大変だったけど これからよろしく、エンバさん！8　
　6

8　
　4

夏を彩る多彩なねぷた8　
　4

　第40回田舎館村ねぷた合同運行が行われました。今年は中学校に13台のねぷたが集結し、午後7時15分に順次出発
しました。役場付近からは畑中保育所も参加し、ねぷたが沿道や役場の表彰会場に姿を現すたびに集まった観衆から拍手
と歓声が沸き起こっていました。

村長賞 垂柳ねぷた親和会
議長賞 前田屋敷ねぷた愛好会
商工会長賞 川部ねぷた愛好会
教育長賞 境森ねぷた愛好会
子ども会育成連絡協
議会会長賞 田舎館保育園

JA津軽みらい賞 大根子ねぷたの会
田舎館郵便局長賞 田舎舘子ども会
川部和泉郵便局長賞 畑中部落会
田舎館ライオンズク
ラブ会長賞 境松ひまわり子供会

東信田舎館支店長賞 大曲部落会
㈱ムツミテクニカ賞 堂野前ねぷた会
㈱エフエムジャイゴ
ウェーブ賞 高樋ねぷた会

㈱アイナック賞 十二川原ねぷた会
審査対象外 畑中保育所
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話 題 い ろ い ろ

自国の言葉で村の観光を8　
　14

　多言語に対応しているGPS搭載ナビ・ガイド端末を使用
した、外国人観光客向けの観光ガイドの実証実験が行われ
ました。村出身のフリーアナウンサー・稲葉みどりさんの
発案で、弘前大学へ留学している中国人の学生と村ALTの
エンバ・アリソンさんがモニターとして参加しました。

米俵が持ち上がるたびに大歓声！

　田んぼアート商店街で、稲華会主催の米俵担ぎ力自慢大会
が行われました。小学生以下、女性および中学生以下の男性、
高校生以上の3部門を設け、それぞれ10kg、30kg、60kgの
米俵担ぎの挑戦者を募集。肩に担ぎ上げ10秒間制止という挑
戦内容の成功者には、稲華会のお米がプレゼントされました。

8　
　14

町村の部総合6位！ 選手の皆さんお疲れさまでした8 
8,9

　第70回市町村対抗青森県民体育大会が上北地域を会場に行われました。今年はゲートボールが初優勝、ママさんバ
レーボールが6年振りの優勝という快挙を成し遂げるなど大躍進。ほかにもバスケットボール男子が準優勝に輝くなど各
競技とも好成績を残しました。その結果、町村の部総合順位は6位と昨年の14位から大幅に上昇し、最高順位だった一
昨年の5位に次ぐ好成績となりました。

獅子頭を鳴らして

　前田屋敷部落で権現様が行われました。神明宮の敬神会
が前田屋敷ねぷた愛好会の協力を受けて実施しており、部
落内の毎戸を訪問しては、玄関先や神棚の前で「払いたま
え、清めたまえ」とお払いをしました。

8　
　16

お盆恒例 舞いを奉納8　
　15

　垂柳集落で、垂柳獅子踊保存会による獅子踊り奉納が行
われました。今年は神明宮の境内で宵宮が行われるのに合
わせ、鳥居の前で踊りを奉納しました。奉納が終わると、
集まった住民からは拍手が送られていました。
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お問い合わせの際は、各課の内線番号をお伝えください。
役場 ☎58-2111（代表）役場からのお知らせ

今月の納税相談
夜間納税相談 休日納税相談

と　き 9月30日（水）
午後5時～午後7時

9月27日（日）
午前9時～午後4時

ところ 税務課窓口 税務課窓口

▽問い合わせ／税務課徴収係（内線123）

今月の納税
固定資産税（3期）
国民健康保険税（3期）、介護保険料（3期）
後期高齢者医療保険料（3期）

▽問い合わせ／
　固定資産税…税務課固定資産係（内線124）
　国民健康保険税、後期高齢者医療保険料
� …厚生課国保係（内線151、157）
　介護保険料…厚生課介護保険係（内線156）

今月の粗大ゴミ収集日
　9月24日（木）

▽問い合わせ／厚生課環境衛生係（内線152、153）

困ったら 一人で悩まず 行政相談

10月19日（月）～25日（日）は『行政相談週間』です
　村民の皆様が、毎日の暮らしの中で、役所が行う仕事
に関する苦情や意見・要望などがあった時に、最も身近
な相談相手になるのは、行政相談委員（総務大臣が委嘱）
です。
　道路・河川、年金、医療保険、老人福祉、登記、労働
基準、雇用保険、自動車検査・登録、窓口サービスなど、
役所が行う仕事について、苦情を直接申し出にくい、要
望があるが、どこへ話をしたらよいかわからない、制度
や仕組みがわからない、困りごとがあるが、どこに相談
してよいかわからないなど、お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、相談者の秘密は厳守します。
　村の行政相談委員は、太田信吾氏です。定例相談日は
以下の日程をご確認ください。
○と　き／9月24日（木）
○ところ／役場1階相談室
○じかん／午前9時～正午

▽問い合わせ／住民課住民係（内線164）
　　　　　　　青森行政評価事務所行政相談課
　　　　　　　☎017－734－3354

国民年金だより
国民年金保険料「10年の後納制度」は9月30日まで
「10年の後納制度」は、過去10年間に納め忘れた国
民年金保険料を納付することができる仕組みです（本来、
国民年金保険料は2年を経過すると時効により納付でき
ません）。この制度を利用すれば、将来の年金額を増や
すことができます。
「10年の後納制度」は、平成27年9月30日をもって
終了します。終了後、平成27年10月1日から3年間に
限り、過去5年間に納め忘れた国民年金保険料を納付
することができる「５年の後納制度」が始まりますが、
10年の後納制度よりも納付できる期間が短く、保険料
の加算額が高くなります。なお、老齢基礎年金を受給し
ている方などは、後納制度の利用はできません。
後納制度を利用するには、申し込みが必要です。詳し
くは「国民年金保険料専用ダイヤル」（0570-011-050）
またはお近くの年金事務所へお問い合わせください。

▽問い合わせ／住民課保育年金係（内線161）
　　　　　　　弘前年金事務所　☎27−1337

平成27年度
臨時福祉給付金支給事業のおしらせ

　平成26年4月の消費税率の引き上げ等による家計へ
の負担緩和のため、昨年度に引き続き平成27年度も臨
時福祉給付金を支給します。
○支給対象者
　平成27年1月1日に村に住民票のある方で、平成
27年度の住民税（村県民税）が課税されていない方
が対象です。ただし、
・住民税が課税されている方の扶養親族（控除対象配
偶者、配偶者特別控除対象配偶者を含む）または事
業専従者となっている者
・生活保護の受給者
は対象となりません。
○支給額／1人につき6,000円
○申請書について
　今回の給付金の支給対象となる可能性のある方がいる
世帯に対して、給付申請書を送付しています。
※村外在住者で住民税が課税されている方の扶養親族等と
なっている場合等は対象者が非課税であっても今回の給付
金支給の対象外となります。申請書が送られた方全員が必
ず給付金の対象になるというわけではありませんのでご注
意ください。

○受付期間／9月1日（火）～12月28日（月）
　午前8時15分〜午後5時（土・日・祝日は除きます）
○受付場所／厚生課福祉係
　申請書及び同封のおしらせに記載された必要書類とと
もに期間内に申請してください。

▽問い合わせ／厚生課福祉係（内線154、155）

I n f o rm a t i o n
お知らせ
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今月のお知らせ

体力テスト協力者募集中！！
　日々の健康増進のため、自分の基礎体力を調べてみま
せんか？
○調査対象／4月1日現在で40～79歳の男女
○調査項目／
　【40～64歳】握力、上体起こし、長座体前屈、反復横
とび、 シャトルラン、立ち幅とび
　【65～79歳】握力、上体起こし、長座体前屈、開眼片
足立ち、10ｍ障害物歩行、6分間歩行
○調査期日／9月28日（月）（約1時間程度）
○実施場所／村民体育館
○申込方法／中央公民館に住所、氏名、年齢、電話番号
をお知らせください。申し込みされた方へ追って詳細
をご連絡します。
○申込締切／9月24日（木）
○そ の 他／協力者への謝礼等の支払いはありません。
測定結果は、後日郵送にてお知らせいたします。

▽申し込み・問い合わせ／中央公民館（内線501）
　☎58－2250（直通）

国民健康保険被保険者証の更新について
　現在使用されている国民健康保険被保険者証の有効期
限は、平成27年9月30日までとなっています。
10月1日からの新しい被保険者証は、9月下旬に加入
者の皆さんに郵送します。

▽問い合わせ／厚生課国保係（内線157）

しっかり積み立てがっちりサポート
ご存じですか？ 農業者年金

Ｑ1	 農業者年金とは？
Ａ1	 国民年金の上乗せ年金として、農業者だけが加入

できる年金制度です。
　　　①国民年金第1号被保険者で、②年間60日以上

農業に従事する、③60歳未満の方ならどなたで
も加入できます。掛金は月20,000円から67,000
円までで自由に選択でき、認定農業者で青色申告
しているなどの農業の担い手には政策支援（国庫
補助）もあります。

Ｑ2	 農業者年金は安心して加入できる制度なの？
Ａ2	 少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
　　　現在の農業者年金制度は、自らが積み立てた保険

料とその運用益により将来受け取る年金額が決ま
る「積立方式」の年金です。加入者や受給者数に
左右されにくい長期的に安定した制度となってい
ます。

Ｑ3	 農業者年金には税制面でメリットがあるってほんと？
Ａ3	 公的年金ならではの優遇措置。所得税、住民税が

節税に！
　　　支払った保険料は全額社会保険料控除の対象にな

ります。また、将来受け取る農業者年金も公的年
金等控除の対象です。

▽問い合わせ／農業委員会（内線131）

▽問い合わせ／企画観光課企画係（内線244）

■と　き／10月4日（日）　9：30～（受付8：30～）
■ところ／田舎館村役場東側水田
■申込締切／9月25日（金）

▽申し込み・問い合わせ／
　企画観光課　☎58－2111（内線242、243）
　E-mail　muraokoshi@vill.inakadate.lg.jp
※申し込みの際は、住所・氏名・電話番号などをお知ら
せください。昼食は無料です。

稲刈り体験ツアー 参加者大募集！！
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10月1日から7日までは「公証週間」です！
～遺言や大切な契約を公正証書が守ります～

～老後の安心は任意後見契約で～
　公証人は、国の一機関として、地域住民の皆さま方の
財産などの権利や生活を守り、中立・公正な立場で、ト
ラブルを未然に防ぐために活躍しています！
　また、法律の専門家である公証人が作成する公正証書
は、公文書であり、大切な権利を守り、その迅速な実現
を目的としています。
　公証人の主な業務は、次のとおりです。
・公正証書で契約書を作って、大切な財産を守ります。
・公正証書で遺言を作って、大切な人に財産を譲ります。
・公正証書で養育費の給付契約書を作って、子どもの将
来を守ります。
・任意後見契約書を作って、老後の安心を確保します。
・定款認証で適法な会社を設立します。
　手数料は法定されていますので、安心してご利用いた
だけます。公証事務に関する相談は無料です。いつでも
気軽にご相談ください。

▽問い合わせ／弘前公証役場　☎34－3084
　青森公証人合同役場　☎017－776－8273

法人の設立・異動の届出はお忘れなく
　次の場合には、県税部に届出書の提出が必要となりま
す。
１．法人を設立したとき
２．法人を解散・精算したとき
３．法人の所在地、名称、代表者、資本金、事業年度等

に異動が生じたとき
　添付書類等の詳細については、当課までお問い合わせ
ください。なお、届出書の用紙は、当県税部に備え付け
ていますが、青森県庁ホームページの下記URLからダ
ウンロードしてご利用いただけます。
http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/010_02houjin.html

▽問い合わせ／中南地域県民局県税部課税第一課
　　　　　　　☎32－1131

「転出、政治・行政参加、地域活動に
関する調査」ご協力のお願い

　私たちラトガース大学行政大学院は、U.S. News & 
World Report行政部門において全米7位にランクされ
る世界トップクラスの研究機関として、東アジアの地方
行政に関する研究の実績を重ねてきました。
　2012年のOECD報告書「Demographic Change and 
Local Development（人口変動と地方の発展）」は、人
口減少及び少子高齢化による地方の衰退が顕著である一
例として東部ドイツと日本を挙げています。本調査は、
日本の市町村において、住民の方々が地域を離れる動機
に地方行政がどのような影響を与えているのかを統計的
に特定し、地方の人口減少に対する有効な解決策を見出
すことを目的としています。
　調査の協力をお願いさせて頂く皆様は、公職選挙法に
基づく村の承認を得て、性別・年齢・地区の人口構成に
基づき選挙人名簿から無作為に選ばせて頂きます。結果
は数値として集計するため、個々の回答者が特定される
ことはなく、また、調査の目的以外で使用されることも
一切ありません。
　対象者の方へ調査票を郵送いたしますので、調査票へ
の回答をお願い申し上げます。ご回答いただいた調査票
は、発送後1～3週間以内に下記のラトガース大学調査
チームが直接回収に伺います。また、調査に参加されな
い住民の皆様におかれましても、調査チームの9月から
10月における田舎館村での安全な調査の実施につき、
ご協力をよろしくお願いいたします。
　ラトガース大学行政大学院 院長
　ラトガース大学理事・特別栄誉教授
　　マーク・ホルツァー博士
○調査チーム
　弘前大学人文社会科学研究科修士課程　　石川菜摘
　弘前大学人文学部　　　　　　　　　　　小寺将太

▽問い合わせ／ラトガース大学行政大学院 研究員・講師
　　　　　　　篠原舟吾　☎080－9873－0664

その他お知らせ

I n f o rm a t i o n

入札結果のお知らせ
　下記のとおり入札結果をお知らせします。詳しい内容は総務課管財係で公表しています。

入札日 工事番号 工事名 予定価格 落札価格 工事箇所 業者名 工期
平成27年7月30日 第8号 高樋老人福祉センター改修工事 5,335,200円 5,032,800円 高樋地内 ㈲葛西建築工務所 平成27年12月10日

入札日 物品名 予定価格 落札価格 納入場所 業者名 納期
平成27年7月30日 FF式石油暖房機 3,089,000円 1,447,200円 田舎館小学校 ㈱角弘　弘前支店 平成27年10月30日

入札日 業務名 予定価格 落札価格 事業場所 業者名 業務終了日

平成27年7月15日 前田屋敷17号線用地分筆業務 3,291,409円 3,078,000円 前田屋敷地内 東北建設コンサル
タント㈱ 平成27年10月9日

※予定価格及び落札価格は消費税込額です。

▽問い合わせ／総務課管財係（内線223）
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危険物取扱者試験と事前講習会

危険物取扱者試験
○と　　き／11月7日（土）・28日（土）（両日受験可）
○と こ ろ／弘前東高等学校（川先四丁目）
○種　　類／甲種（受験資格有り）、乙種（第1類～6類）

丙種
○受 験 料／	甲種＝5,000円、乙種＝3,400円、丙種＝

2,700円
○受付期間／9月18日（金）～10月6日（火）
　（電子申請は9月15日（火）～10月3日（土））
○願書配付先／弘前地区消防事務組合消防本部予防課
（☎32−5104）、消防署及び分署
※インターネットによる電子申請は、（一財）消防試験研究セ
ンターホームページ（http://www.shoubo-shiken.or.jp）
からになります。

事前講習会
○と　き／10月15日（木）・16日（金）（2日間）
　　　　　午前9時30分～午後4時30分
○ところ／弘前消防本部3階大会議室
※車での来庁はできませんので最寄りの駐車場をご利用下
さい。

○対象者／乙種第4類の受験者（先着100名）
○受講料・テキスト代／
受講料　4,500円（弘前地区消防防災協会加入事業所
は2,000円）、テキスト代　1,500円（テキストのみ
の購入は不可）
※受講料等は講習日1日目、会場にて徴収
○申込先／弘前地区消防事務組合消防本部予防課、弘前

地区消防事務組合管内の消防署及び分署
○受付期間／9月18日（金）～10月6日（火）
　　　　　　（平日午前8時30分～午後5時）

　最近、火事が多発しております。万一に備え消火器や
水バケツなどを準備し、いざという時に落ち着いて使え
るよう、訓練しておきましょう。

○　火事はちょっとした不注意から発生します。風の
強い時や、夕方以降の焚き火は絶対しないでくださ
い。またその場を離れるときは、火が完全に消えて
いるかを確認してから離れましょう。
○　焚き火をする際は、事前に最寄りの消防署に届け
出してください。

▽問い合わせ／弘前地区消防事務組合
　　　　　　　黒石消防署田舎館分署　☎58－2962

10月1日　午前0時から
「高機能消防指令センター」運用開始！
　9月29日に119番回線切替工事を実施し、30日には
試行運用を行います。また、この期間の119番通報は通
常どおり受信できますのでご安心ください。10月1日
からは、弘前地区（弘前市・藤崎町・大鰐町・西目屋村）、
黒石地区（黒石市・田舎館村）、平川市、板柳町の4箇
所に機能が分散していた「119番」通報が、弘前消防本
部庁舎内の「高機能消防指令センター」へ集約すること
になります。
火災等の災害情報が変わります
これまでご利用の番号〈☎33－9119（弘前地区）、
☎53－5119（黒石地区）、☎44－9119（平川市）〉で
のご案内がなくなり、災害情報テレホン☎0180－991
－995でお知らせします。（注：一部、携帯電話・PHS
等利用できない電話があります）
夜間、休日の救急医療情報が変わります
これまでご利用の番号〈☎32－3999（弘前地区）、
☎52－2999（黒石地区）、☎44－2999（平川市）、☎
73－2999（板柳町）〉での4地区ごとのご案内が一つ
になり、☎32－3999でお知らせします。
FAX119が変わります
　これまでご利用の地域局番なしの119（弘前地区）、
☎52－7170（黒石地区）、☎44－8684（平川市）、☎
73－5079（板柳町）の4地区ごとのご利用が一つになり、
地域局番なしの「119番」になります。
メール119が導入されます
　耳や声が不自由で、電話での「119番」通報が困難な
方を対象に、携帯電話やインターネット端末機から電子
メールを利用して消防車や救急車の要請が可能になりま
す。（注：事前に登録が必要です）
お願い
　「高機能消防指令センター」へは3市3町2村から「119
番」通報が入電することになります。管内には同じよう
な町名もあり、通報の際は、あわてず市町村名からお願
いします。

▽問い合わせ／弘前消防本部通信指令課
　　　　　　　☎32−5101

今月のお知らせ
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事業主のみなさまへ
雇用保険の加入漏れはありませんか？

　雇用保険は労働者が失業した場合や雇用の継続が困難
となる事由が生じた際に必要な給付を行うことにより、
労働者の生活の安定や雇用の維持を図るとともに求職活
動を促進する事を目的としている制度で、その適用には
一定の条件で雇用の実態があれば当事者の意思にかかわ
らず加入手続きを行う必要がある政府が経営主体の強制
保険です。
雇用保険に加入していないと…
・会社を退職した際の失業給付がスムーズに受給できな
くなる
・再就職する際の準備（職業訓練や教育訓練の受講）に
支障がでる
・育児や介護などの休業する際に受給できる給付に影響
がでる
　雇用保険は（※１）1週間あたりの所定労働時間が20
時間以上で、なおかつ31日以上の雇用の見込みがある
条件で雇用している場合にはパート、臨時、アルバイト、
見習い等の方でも加入対象になります。また1ヶ月の勤
務実績が87時間以上継続されている場合も加入が必要
になります。
※１　一般被保険者のケースであり、雇用形態によっては
別の被保険者になる場合もあります。（その際には適
用される基準が変わります）

　手続きが済んでいない場合にはお早めに手続きされる
ようお願いします。また、労働保険（労災・雇用）の加
入手続きが済んでいない場合、労働保険の加入手続きも
併せて必要になります。

▽問い合わせ／黒石公共職業安定所適用係
　　　　　　　☎53－8609

自衛隊募集案内
防衛大学校 防衛医科大学校

一般前期 医学科学生
看護科学生
（自衛官候補
看護学生）

資　　格 高卒（見込含）21歳未満
受付期限 9月30日（水）

試 験 日 11月7日（土）
・8日（日）

10月31日（土）
・11月1日（日）10月17日（土）

　受験資格等細部につきましては、以下へお問い合わせ
ください。

▽問い合わせ／自衛隊青森地方協力本部弘前地域事務所
　　　　　　　☎27－3871

ひろさき若者サポートステーション
　学校を卒業・中退後、あるいは仕事を辞めた後、就業
できず悩んでいる若者を対象に「働くために行動を起こ
せるような支援」を行います。「働くことが不安」「働い
ても長続きしない」「人と上手く話せない」「働いていな
いブランクがある」など働くことに踏み出せない方やそ
のご家族の相談を無料で行います。
○対　象　者／15歳から39歳の若者とそのご家族

▽問い合わせ／☎35－4851

定例労働相談会
　個々の労働者と事業主との間に生じた労働問題（解雇・
賃金引き下げ・長時間労働・パワハラなど）について、
青森県労働委員会委員が相談に応じます。

と　き ところ
10月6日（火）
午後1時30分～午後4時

青森県観光物産館アスパ
ム9階

10月8日（木）
午後1時30分～午後4時 弘前文化センター

11月5日（木）
午後1時30分～午後3時30分 青森県労働委員会

○対象者／県内の労働者、事業主
○相談員／青森県労働委員会委員

	 ※青森県労働委員会とは
	 青森県の行政機関の1つ。労働問題について
専門的知識を持つ、公益委員（弁護士等）、労
働委員（労働組合役員等）、使用者委員（会社
経営者等）で校正されており、中立・公正な
立場で労働問題を解決する。

○費　用／無料
○利用方法／随時受け付け（事前予約も可）
○ホームページアドレス／http://www.pref.aomori.lg.jp/
sangyo/job/roi-sodankai.html

▽問い合わせ／青森労働委員会事務局
　　　　　　　☎017－734－9832

村地域包括支援センターからのお知らせ

村お達者くらぶ開催のお知らせ
　65歳以上の方を対象に、加齢に伴う転倒予防・認知
症予防を目的として、お達者くらぶを開催します。
○テーマ／カローリング
○参加費／無料

と　き ところ
10月9日（金） 午前1時～午後3時 中央公民館大ホール

　全地区合同開催のため、無料送迎いたします。10月1
日（木）までにお申し込みください。

▽申し込み・問い合わせ／村地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　☎58－3704

I n f o rm a t i o n
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青森県河川砂防課からのお知らせ

河川内の樹木を自ら伐採して
利用したい方はご連絡ください

　県では、河川管理上支障となる河川内の樹木を伐採
し、河川管理に努めていますが、多くの費用を要するこ
とに加え、近年ニセアカシアのように繁殖力の強い外来
種が繁茂し、十分に処理できていない実態があります。
　お住まいの周辺などで、河川内の雑木が繁茂している
ところがあり、
・河川内の雑木を伐採し「河川環境を美化」したい
・伐採した「雑木を利用」したい
など、ご自身で河川内の雑木伐採を行いたい方は下記ま
でご連絡ください。詳しくは次のアドレスへアクセスし
てください。
http://www.pref.aomori.lg.jp/nature/kankyo/ 
2013zatuboku.html

土砂災害への警戒と避難に「土砂災害警戒
情報メール通知サービス」を活用しましょう
　「土砂災害警戒情報メール通知サービス」とは、皆さ
んがお住まいの市町村に「大雨警報」、「土砂災害警戒情
報」が発表されたことを、お手持ちの携帯電話やパソコ
ンにメールでお知らせします。
　大雨警報が発表された際は、避難準備をしましょう。
　土砂災害警戒情報が発表された際には、早めに安全な
場所に自主避難をしましょう。
　下記のQRコードを読み取り、登録画面からメールア
ドレスを登録できます。その際、ご希望の市町村を選択
できます。（下記のURLの登録画面からもメールアドレ
スを登録できます。）
登録QRコード

登録URL　https://www.dosya-keikai.pref.aomori.jp/ 
registmail/index.html

▽申し込み・問い合わせ／
　県土整備部河川砂防課企画･防災グループ
　　☎017－734－9662
　中南地域県民局地域整備部河川砂防施設課
　　☎34－1283

全国一斉！ 法務局休日相談所
　青森地方法務局では、法務局が所掌する登記、戸籍・
国籍、供託、人権等に関する特設の無料相談所を開設し
ます。
　相談は予約優先制でお一人につき30分以内です。事
前に電話で予約をお願いします。
○と　き／10月4日（日）　午前11時～午後3時
○ところ／青森地方法務局弘前支局
○内　容／土地建物の登記、相続、境界、婚姻・離婚、

家賃等の供託、遺言、近隣とのトラブル、お
年寄りや子どものいじめ等

○担当者／法務局職員、公証人、弁護士、司法書士、土
地家屋調査士、人権擁護委員

公証人による「任意後見制度」の講演会
○と　き／10月4日（日）　午前10時～午前11時
○ところ／青森地方法務局弘前支局
○テーマ／認知症が心配！老後の安心のために任意後見

制度を知ろう
○講　師／弘前公証役場　公証人　藤部富美男氏
○その他／予約優先ですので、事前に電話で予約をお願

いします。

▽申し込み・問い合わせ／青森地方法務局
　弘前支局総務課　☎26－1150

訂正とお詫び

　広報いなかだて8月号にて以下の誤りがありまし
たので、訂正してお詫び申し上げます。

P.5	 社会保障・税番号制度（マイナンバー）
	 が始まります

誤	 通知カードと身分証明書を持参いただき村に
申請する

正	 個人番号交付申請書に住所、氏名等を記入し、
写真添付、署名または捺印のうえ発送元に返
信いただく

今月のお知らせ
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▽問い合わせ／総務課庶務係　☎58−2111（内線222）

☎58-2151防災無線を
聞き逃したら！！

　防災無線で放送された内容を聞き逃した時は、右記の電話番号に
かけると聞くことができます。是非ご利用ください。

・流� 東山彰良／著　講談社
・結果を出せる人になる！「すぐやる脳」のつくり方
� 茂木健一郎／著　学研パブリッシング
・あなたがうまれてから� くわばたりえ／著　マイナビ
・村上さんのところ� 村上春樹／著　新潮社
・養生のヒント� 五木寛之／著　角川書店

・おつきみおばけ� せなけいこ／作　ポプラ社
・ノラネコぐんだんきしゃぽっぽ
� 工藤ノリコ／作　白泉社
・こんもりくん� 山西ゲンイチ／作　偕成社
・妖怪温泉� 広瀬克也／作　絵本館
� ほか

新刊図書の案内図 書 室 だよ り

▽問い合わせ／中央公民館　☎58−2250

戸 の籍 窓 7月21日～8月20日受付
本村に現住所のある方を掲載しております。� 敬称略

お誕生おめでとうございます

大　坊　美
うる
　羽

は
 ちゃん�（勝也・千春）二 津 屋

鈴　木　輝
き
琉
る
空
あ
 くん� （慎哉・結）大 根 子

おくやみ申し上げます

山　本　榮　二　（84歳）� 大　　曲
喜多島　勝　彦　（69歳）� 畑　　中
工　藤　セ　ツ　（90歳）� 八 反 田
木　村　テルヱ　（88歳）� 田 舎 舘
須　藤　直　吉　（93歳）� 川　　部
阿　部　芳　一　（70歳）� 和　　泉
瀬戸（旧姓相馬）洋子　（88歳）� 田 舎 舘
白　戸　久　雄　（88歳）� 前田屋敷
小　野　忠　三　（89歳）� 高　　樋
佐　藤　ゆ　り　（83歳）� 畑　　中

人口と世帯
（平成27年８月末日現在）

男 3,852人 （−4）

女 4,262人 （−6）

計 8,114人（−10）

世帯数 2,674世帯 （＋1）

（　）は前月との比較

県内の交通事故概況
（平成27年８月末日現在）

8　　月
県　内 村　内

件  数 313（2,431） 0（25）
死  者 3 （25） 0 （0）
傷  者 392（3,030） 0（34）

（　）は１月からの累計
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平成26年9月18日生
父…和士さん　母…沙緒里さん
「いつも笑顔でみんなの人気者
☆お姉ちゃんのイタズラさ負
げるなよ(^^)」

葛西 里
り

和
な

ちゃん

川　部

平成24年9月19日生
父…和紀さん　母…牧子さん
「セーラームーン大好き♡
　毎日元気いっぱいです！」

阿保 柚
ゆず

姫
き

ちゃん

川　部

平成22年9月17日生
父…忠道さん　母…真美さん
「“ゆらっち”は、珠良のお姉
ちゃんになりました・v・」

須藤 幸
ゆ

良
ら

ちゃん

畑　中

平成26年9月8日生
父…礼人さん　母…由香里さん
「産まれてきてくれてありがと
う♡素直にすくすく育って
ね！！」

工藤 生
う

喜
き

くん

名前：工藤永
と

遠
わ

さん
学校：田舎館小学校 6 年 1 組
地区： 川部
一言：「小学3年からサッカーを始
め、現在のポジションはボランチで
す。リフティングが得意で、自己記
録は112回です。今の目標はドリ
ブルの質を上げることです。」

  あとがき
村は今年合併 60周年という節目の

年。私も先日30歳という節目の日を迎
えました。まだ村の半分しか年を重ね
ていない若輩者ですが、これからも村
民であることを誇りに精進していこう
と思います。

村の木　サイカチ

村の花　稲の花

今月の題字

※広報では、10月生まれのお子さんの写真を募集中です。（9月18日締切）❶氏名（ふりがな）❷生年月日❸住所
❹両親の氏名❺コメントなどを書いて、企画観光課企画係まで郵送またはご持参下さい。写真は後日お返しします。

Happy Birthday 9月生まれのおともだち
田舎舘

60周年を彩る、旬の人々と名産品今月の
表紙

田舎館村合併60周年・村民歌制定記念式典修了後は、村民体育館に場所を移して田舎館村
合併60周年・村民歌制定記念祝賀会が行われました。「田舎館のだぐ」で鏡開きをした後、来
賓の皆さんは特製折詰で会食をしました。この折詰は、昨年村で行われた米・食味分析鑑定コ
ンクール国際大会で金賞を受賞した村産のお米などを使用しており、来賓の皆さんは絶品の味
を堪能していました。このほか、祝宴として田舎館保育園の園児による和太鼓演奏、手踊りで
数々の賞を受賞している工藤なな子さんと山本祐華さんの津軽手踊りが披露され、今、村で旬
の人、名産品尽くしで合併60周年の記念すべきセレモニーに華を添えました。


